
Time contents 

  7：00 

 

  7：15 

 

 

 

    

 

  7：20 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  7：30 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  9：45 

   

起床 
 
ホテル前に集合・・・・・ 
選手少なくないですか？ 今21人しかいません。 
 
3人遅刻です。 
 
 
散歩です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
朝食です。 毎朝の朝食メニューです。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ホテル出発 歩いてバス停へ 10：01のバスに乗る予定・・・ 

いよいよみんなお疲れモードになってきました。寝坊する選
手も出現・・・散歩する後姿もどことなく元気がないですね。 

10時過ぎに〝通知不能〟表示で携帯が鳴った。
大森からで〝バスが満員で乗れません〟〝次
のやつには必ず乗って〟 
そう！今日からドイツでは学校がスタートす
る。それで生徒たちがバスに乗り始めたから
大混雑しているんだ！ 明日からこれも考慮
していかないと・・・っていうか選手たちが
どう対応していくか…見ものだ！！。 

これで1人分 
みんなよく食
べます。 
でも本当にお
いしいですよ。 



Time contents 

 11：00 

 

 

 

 

 

 11：10 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 12：35 

VfB03Hildenサッカー場に到着  遅れながらも全員無事到着 
 
今日は夜19：30からのキックオフ ナイトゲームだ！ 相手はFortuna95（ドイツ）、負けられ
ない相手だ。  
午前中は、VfB03Hildenのホームグランドを借りてトレーニングと紅白ゲームを行った。 
 
W-UP開始 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
レストランに移動し昼食 

紅白ゲームのチーム編成は上の画像通り・・すごい白熱したゲームが展開、１－０でどっち？が、
勝ったのかな？ この気迫を夜の試合にぶつけてくれればいいけど・・・。 

今日の食事から全てHildenのレス
トランで取る。  
今回は鶏肉とマカロニの煮込んだ
パスタッフの付け合せ・・・ 
非常においしい・・・スパイシー
でボリュームある肉、最高だった。 

フォークとナイフを使って
器用に食べていく選手もい
れば、豪快にかぶりつく選
手もいて・・・・食べ方は、
別にいいですよね。 
肝心なのは美味しくいただ
く・・・それが一番！！ 



Time contents 

 13：15 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 13：30 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

食事後、レストランのある広場の中心に建つ教会の前で 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
俺は、光と今日の洗濯当番（一貴と翔太）を連れてコインランドリーに向かった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
約1時間の洗濯が終了。その後一貴と翔太に、〝どこへ行く？〟と質問、〝どこでもいいよ〟と
言ったら、〝ひーくんどこへ行く？〟と返され、光は間髪入れずに〝プール〟と答え、結局4人で
プールに行くことになった。 

左写真：4人で
電車に乗って
デュッセルドル
フに行こう！と
駅へ向かった選
手たち・・大丈
夫かな？？？   

食事後、夜のゲームまで約5時間ある。 
 
自由行動とした。集合時間場所は、18：00
にVfBHildenのクラブハウスだ。 
 
どこへ行ってきてもいいよ。プールに言って
も電車に乗ってきても・・・・グループでな
んかしてこよう・・・と激励し、 
 

KA・I・SA・N した。 

右写真：Benderがいいところがあ
るとどこかスポーツショップへ4人
を連れて行ってくれた。 

24人分＋俺と光の分の
洗濯物は、かなりの量
である。 
いつもこのコインラン
ドリーでやっている。 
ここは1995年から
1997年、俺がドイツ留
学時に利用していたラ
ンドリーだ。ドイツ遠
征に来てからも、
ズーッとここを利用し
ている。 
光はもうこのランド
リーでは慣れたもので
貴重な戦力、お兄ちゃ
んたちに指示して洗濯
を仕切っていた。 
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  15：10 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  15：30 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  17：45 

デュッセルドルフからアウトバーン（高速道路）をかっ飛ばしてヒルデンに戻った。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
プールに到着。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
VfB03Hildenクラブハウス  何人かすでに戻っていた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
18時になると全員が戻り、ほっとした。 
みんなそれぞれの行動のお土産話で、ロッカールームは 
賑やかだったが、スイッチを入れ替え試合に向け、 
集中させた。 
 

試合を見に来ている人たちも多い。 
ｆの評判を聞き来てくれた人もい
たし、私に会いに来てくれた人も
いたし、期待に応えて良い試合を
したいと思う。 

ドイツのアウトバーンは制限速度なしのところが
多い。 速度メーター162㎞/ｈで走ってます。 
でも、周りはもっと早いです・・・簡単に追い越
されていきますから・・・。 

ヒルデンの街中にある室内外プール。 
とても広くて様々なプールがあり家族や子供
らでにぎわっていました。 
3人はほとんどの時間このスライダーで遊ん
でました。 
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  19：00 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

試合キックオフ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

fortuna98 Japan vs Fortuna95 Dusseldorf U-16 

【1st】 
天野     橋本    瑠夏 
（内田） 
    小俣     穂坂 
 
        原 
     
志村   中国  大森  保坂 
（太一）       
        深沢 

1 － 0 
0 － 5 

1            5 【GOAL】 3min 瑠夏       

【GOAL】 8min   12min 
     15min⑰ 18min⑰ 
     20min⑰    

【戦評】 毎年の試合相手、フォルトゥナダービーだ！ 3期生（竹野コーチたち）が第1回目で試合を行い、その時負けた方は、
何らかの・・・・・結果は4対4ドローだった。それから毎年試合をしてもらっている。私としても凄い楽しみな試合である。 ブンデ
スリーグの育成チームとの試合、世界でもトップレベルのドイツの育成、そんなドイツに所属する選手たちとプレーができるのは本
当に良い体験だと思う。通算成績はちょっと不明だが・・・・これまでは互角のような気がする。 しかし、HelmutもBenderも〝今年
のFortuna95は要注意だ！〟と口をそろえた。 
このカテゴリーのドイツ代表の選手もいるらしい・・・いよいよ俺のモチベーションも上がってきた。試合の意義、今日の試合相
手などのミーティングを行いピッチに送り出した。 
ピー（笛）試合終了、終わってもたら１－５完敗だった。 特に後半は何もさせてもらえなかった。選手たちは、終了のホイッスル
と同時にピッチに崩れた。 ドイツのサッカー、甘く見ていたわけでもないし、初めての外国人チーム、体格も強い・でかいチー
ムとやれるモチベーションもあり、スタートの3試合は、思うようにできたことも確かだ。でもちょっと甘く感じていたかもしれない。そし
て今日の試合・・・すごい強烈だったと思う。 俺としてはまさにこんなチームとの試合、そしてドイツのサッカーってやっぱりすごい
んだなーと感じてもらえるような相手がほしかっただけに、今日の相手はうってつけだった。 しかし、選手たちの受けた衝撃は大
きいものだったようだ。なかなかピッチから離れられず、起き上がれない。 あまりにも起きずに泣いている選手を観て、ドイツ人た
ちは俺が叱ったのではないかと思い、〝お前の気持ちもわかるが、彼ら（F95)はドイツでもトップクラスだし、ドイツ代表もいるん
だ・・・仕方がないよ〟と言われた。 〝いや、俺は叱ってもないし・・・・奮い立たせようと大きい声は出したが・・・・〟あっそれ
が勘違いの原因だな・・・。  まっとにかく選手たちが今後この完敗をしっかり受け止め次につなげてくれればF95との試合、そ
してドイツに来たかいがあったというものだ！ 悔しい・・本当に悔しいが、負けて学ぶことはいっぱいある。次に進もう。 

【2nd】 
内田     向山    瑠夏 
         
    石橋     穂坂 
 
        小林 
           
上野   中国  大森  保坂 
 
        斉藤 
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 21：15 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 22：00 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 22：50 

 

 

 

 

 23：20 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
夕食  試合の関係上ちょっと遅い夕食となった。 
試合終了後急いでレストランへ駆けつけた。 お店の方々は快く迎えてくれ、さっきまでの重苦し
い雰囲気が和んだ。 でもこの美味しい夕食でみんなお口元もほころび・・笑顔が戻ってきた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ホテルまでの帰りのバスがあるのかなーと不安を抱えながら食事をとり、みんなが食べ終わってバ
ス停へ急ぐとバスも最終はもうすでに行ってしまっており、ホテルまで歩いて帰るか・・・俺が車
でピストンするか・・・・結局Benderに連絡し、彼も車を出してくれて2台でピストンして全員無
事にホテルに戻った。 
 
ホテル着   

今日は美濃村氏も
試合に駆けつけて
くれた。 

美濃村氏  
1回目の遠征からお世
話になっています。
美野村氏がいなかっ
たらこの遠征は、ス
タートから成り立っ
ていません。すごく
フォルトゥナにとっ
ては重要な人です。 

終了後、なかなかローカールームに戻れな
かった選手たちでが、少しづつ気持ちを切り
替えてロッカールームに足を運んだ。そして、 
ユニフォーム・短パン・ストッキングの洗濯
をお願いするために、入れ物BOXに整理した。 

Mr.Jurgen  Bender  
 
だいぶ前からのHildenで
の知人です。VｆBでも
ユースの世話役など要職
に就いておられる方で今
回、私たちのためにいろ
いろ動いてくれました。
感謝です。 



今日の日記 選手より・・・ 

Ishibashi Naoki  【石橋 直樹】 
 
今までの四日間とは全く違う肌寒い天候で朝を迎えた。 
その中で、今日は夕方に「フォルトゥナダービー」というこのドイ
ツ遠征での最大の山場あった。 
その前にTRに向かうバスが満員で40分後のバスに乗車したため、
TR時間も短くなってしまった。 
その後、4時間くらいの自由時間があたえられた。行くところは人
それぞれだったが、僕はデュッセルドルフへと向かった。 
前日にも行っている為、ある程度の道や景色などがわかっているた
め、順調に進められた。また、その中でスポーツショップに行った
ら、店員が自分が着ているポロシャツを見て大いに歓迎してくれた
ので、ドイツ人はとても陽気で良い人だと改めて感じた。 
また、買い物などを含めて感じたことは、英語やドイツ語でもアク
セントが違うと全く通じないということが分かった。 
その為、今日も駅で少し迷った時に苦労した。けれど、積極的に英
語で話し掛けれたことは良い体験となった。 
そして試合では「フォルトゥナデュッセルドルフ」に負けてしまっ
た。 
後半から出て、とても緊張感のある中、相手にくらいついていける
ことは出来た。しかし、スピードやパスの質、攻守の切り替えの速
さや 
球際の強さははるかに上だった。けど、その経験を無駄にせず、
もっと前へ積極的にプレーしていきたい。そして、今朝ホテルの
カードを破損させてしまったので、もっと自分の事や周りの事に気
遣って生活していきたい。 

 Saito Rui  【斉藤 瑠偉】 
 
 今日は7時15分に起床した。みんな前日の疲れからか元気がなかっ
た。 
疲れすぎて寝過ごしてしまった人もいた。(腕立て150回) 
その後はバスでVFBHildenの練習場へ向かい紅白戦をした。 
みんな、気合が入っていてすごい激しかった。夜のフォルトゥナダー
ビーに向けて良い状態で臨める気がした。 
昼はデュッセルドルフで買い物をした。ぼくはスポーツショップへ行
き、ドルトムントの2ndユニフォームを買いました。 
その後、服屋へ行きパーカーとTシャツを買った。 
その後もお土産を買い、とっても満喫することが出来た。その後いよ
いよフォルトゥナダービーをした。 
前半１－０で勝って折り返したが、後半は1点奪われてからチームが
崩れてしまい結果1－6で負けてしまった。 
世界の広さをU15全員が痛感したと思う。僕はこのチームに勝てるく
らいの力を持てるようにフォルトゥナサッカークラブの 
一人として頑張りたいと思う。 
 


